
 

読み物について 

 東日本大震災の中，我が子の誕生と，おばあさ

んの死の両方を同じ日に経験し，子どもの誕生を

素直に喜べずに複雑な思いを抱えるお母さんがい

ました。そのお母さんと１歳になった赤ちゃんの

もとに，遠く離れた北海道から「希望の『君の椅

子』」が届きます。その椅子に込められた思いから，

お母さんの心が徐々に変化していきます。３月１

１日に起こった生と死，それを取り巻く家族の思

いを考えることで，命の尊さ，いかにして命を大

切にしていくかを考えさせられる資料です。 

 私も，あの日に生まれた命に「生まれてきてく

れてありがとう」と伝えたいです。昨日，言葉に

ならない不条理な事件がありました。生まれては

いけない命はこの世にはありません。どの命も祝

福されてこの世に生まれて欲しいし，生を謳歌し

て欲しいです。亡くなった犯人を許すことはでき

ませんが，彼には自分の居場所がなかったのでし

ょうか。誰もが居場所のある社会を実現したいと

強く思いました。 

 「あの日 生まれた命」をみつめることが，「あの日 失われた命」をみつめること

につながるのはなぜでしょうか？ 

♨ 生まれは命→うれしい。失われた命→悲しい。これは二律背反。生まれた人は，亡くな

った命のぶんまで幸せに生きる。失われた命は，生まれた人に大切に生きて欲しいと願

うから。 

♨ 亡くなった人は，生まれた人に命を大切にしてほしいと願っている。生まれた人は，永

遠に亡くなった人のことを忘れることはできないと思う。生まれた人の心に中に，亡く

なった人は生きている。亡くなった人の心の中には，生まれた人の明るい人生が映って

いる。 
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♨ 命は必ずどこかで繰り返される。 

「あの日 生まれた命」をみつめる 

ことは，「あの日 失われた命」を， 

今ある命に想いとしてつなげること。 

これが命の繰り返しであり，人々の 

記憶がなくならない限り，魂はこの 

世に残り続けるから。 

♨ どうしても重ねてしまう。失われた 

命は生きたくて，生まれた命は生か 

されていく。生まれた人にできる 

ことは，命の尊さを，この悲劇で認 

識し，精一杯生きること。 

あなたは，痛ましい事件を通して， 

「命の尊さ」について 

どんなことを感じましたか？ 

（５/２９ 山梨日日新聞 1 面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャトルランや中間テスト等で， 

３年生は尊い命を輝かせています 


